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1. まえがき 

 

21 世紀に入り、十有余年が経過した。この間、技術革新は進展し続け、その成果を取り込ん

だ製品・システム・プロセスは複雑化の度合を深化させている。この複雑化の一因として、あら

ゆる分野における電機・電子・プログラマブル電子（E/E/PE）技術の関与と貢献とがあげられる 1)。 

 

この傾向は、安全の分野においても例外ではない。安全に関連するシステムすなわち安全機

能を遂行する安全関連系にも E/E/PE 技術が適用されるようになった。E/E/PE 技術を用いた電

気・電子・プログラマブル電子（E/E/PE）安全関連系は、例えば自動車プリクラッシュシステム

のように、従来では考えられなかった安全機能の実現も可能とするようになってきた。このよ

うな安全機能による安全確保を確実なものとするために、機能安全（Functional safety）というパ

ラダイムが国際標準として確立しつつある 2),3)。機能安全の規格に適合して安全を確保していく

ためには、まず機能安全の基本を適切に把握することが近道である。 

 

以上の観点から、一般財団法人日本電子部品信頼性センター（RCJ）では、平成 25 年度から

電子部品信頼性研究委員会を設置し、機能安全の基本安全規格 IEC 615082) （JIS C 05084)～7)）、

自動車電子制御分野の機能安全規格 ISO 262623)などの機能安全規格に適合するために、電子部

品の故障率と機能安全との関係について検討を開始した。 

 

本報告書は、この電子部品信頼性研究委員会の平成 25 年度の活動をまとめたものであり、機

能安全の概要と機能安全規格への適合条件、SIL（自動車用 ASIL）算定のための電子部品の故障

率モデル予測のガイドライン、故障率モデルを使用しない場合の故障率の求め方及び電子部品の

初期故障率と市場故障件数の考察、SIL（ASIL）の算定方法、まとめ、及び付録から構成される。 

 

ところで、機能安全の実践に際して、組織の中でどのような役割分担があるであろうか。機

能安全の実践の主体は、機能安全に適合する製品の開発設計に関わる者が中心となる。その他、

機能安全に特有なリスクアセッサ、機能安全アセッサ、安全解析担当者などが携わることにな

る。しかし、現時点で、多くの企業、組織体では、まだ機能安全実施体制が未整備であると考

えられる。製品の設計・開発に携わる者の機能安全に関する教育から始まり、機能安全に特有

なリスクアセッサ、機能安全アセッサ、安全解析担当者などの育成を行うための体制、さらに

は機能安全規格の要求事項に適合するプロセス運用の組織体制の構築が喫緊の課題である。 

 

このような要求に答えるために、機能安全規格適合のための基本的共通知識ともいえる電子

部品の信頼性に関する知見は、今後もその重要性を増大させていくものと考えられる。 
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